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伝承館・彫刻周遊

　この作品は、親園地区公民館の駐車場から見て
南側の植込み近くにあります。
　繭玉のようなシルエットで、半分から下の部分
は綺麗に磨きあげられ、上半分はワニ革のように
彫り込まれ、中はくり抜かれて空洞になっていま
す。
　この作品は「舟」を模しているのだそうです。そ

の 舟 は、
湿原に点
在する景
色を移し
こむ程に
穏やかな
水溜りの
ように虚
実を一体
化してし
ま っ た

「曖昧なリアリティ
ーの境界面」と、あ
まりにも過剰な情報
量から虚実の判断が
曖昧になった「浮遊
する意識の乗り物」
を視覚化したもので
あり、それによって
「曖昧さそのものを実体化する」事を試みたようで
す。水面を撫でる風が水と景色の境界を明かす様
に、この作品が「浮遊しやすい意識を現実に繋ぎ止
める数少ない手がかりになり、存在することの豊さ

とその可能性を再認識す
るきっかけになれ」と作
者は願っています。
　作者は宮城出身の菅
野泰史氏。愛知県立芸術
大学大学院を修了後、国
内の各地で活躍をされ
ています。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者
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今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す

る
資
料
の
中
か
ら
、
三
代
歌
川
豊
国
画

「
十
二
月
之
内　

文
月
廿
六
夜
待
」を
紹

介
し
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
安
政
元
年（
一
八
五
四
）

に
江
戸
末
期
の
浮
世
絵
師
、
三
代
歌
川

豊
国
（
国
貞
・
一
七
八
六―

一
八
六
五
）

が
描
い
た
浮
世
絵
で
す
。

　

本
品
は
竪
大
判
三
枚
続（
三
枚
貼
り

合
わ
せ
）の
浮
世
絵
で
、
寸
法
は
縦
３

７
・
８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
７
８
・

３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
七
月
二
十
六

日
の
夜
に
月
待
を
し
な
が
ら
、
座
敷
で

寛
ぎ
、
酒
肴
を
楽
し
む
三
人
の
女
性
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
画
面
中
央
の
女
性

を
み
る
と
、
隣
の
女
性
に
豆
腐
を
勧
め

て
い
ま
す
。
夏
の
夜
の
粋
で
涼
し
げ
な

一
こ
ま
が
、鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
十
六
夜
待
ち
と
は
、
江
戸
時

代
、
陰
暦
正
月
・
七
月
の
二
十
六
夜
に

月
の
出
を
待
っ
て
拝
む
こ
と
で
す
。
月

光
の
中
に
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
の
三
尊

が
現
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
高

輪
か
ら
品
川
の
辺
り
で
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

二
十
六
夜
で
は
、
月
が
昇
る
の
は
午

前
０
時
か
ら
２
時
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
人
々
は
、
真
夜
中
に
月
が
出
る

の
を
待
ち
な
が
ら
、
飲
食
を
楽
し
み
、

歓
談
を
し
な
が
ら
涼
ん
で
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
江
戸
の
人
々
は
、
夜
間
、
自
由

に
外
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
十

六
夜
待
ち
の
夜
は
、
特
別
に
外
出
が
許

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
二
十

六
夜
待
は
、「
江
戸
っ
子
」に
と
っ
て
夜

間
の
外
出
が
許
さ
れ
た
楽
し
み
の
一
つ

で
し
た
。

　

現
在
、
こ

の
資
料
は
那

須
与
一
伝
承

館
に
お
い
て

展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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歌川豊国画「十二月之内  文月廿六夜待」
(那須家所蔵／当館寄託)

う
た
が
わ  

と
よ
く
に

○
歌
川
豊
国
画

「
十
二
月
之
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文
月
廿
六
夜
待
」

○
歌
川
豊
国
画
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二
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六
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く
つ
ろ じ

ゅ
う
に
が
つ
の
う
ち

ふ
づ
き
に
じ
ゅ
う
ろ
く
や
ま
ち

た
て
お
お
ば
ん
さ
ん
ま
い
つ
づ
き

み　

だ

せ
い　

し

か
ん
の
ん

た
か

な
わ


